2012年度　千葉支部総会および　第1回研修会
日時：5月27日（日）9：30～16：30（受付9：00）

会場：千葉大学西千葉キャンパス(千葉市稲毛区弥生町１－３３)   教育学部１号館大会議室
*車の乗り入れはできませんＪＲ西千葉駅より徒歩２分(南門)　京成みどり台駅より徒歩７分(正門)

＜午前の部　特別支援分野研修＞

○9：30～12：30（受付9：00）
○テーマ：「WISC-Ⅳ知能検査の理論と解釈について」
○講師：東原　文子　氏（聖徳大学）
○企画趣旨： 
WISC−Ⅲは、心理検査としては最も広く使用されている検査であり、検査結果の分析・解釈についてはたくさんのノウハウが蓄積されている。特別な支援の必要な子どもたちのアセスメントを進めるにあたっては重要なツールである。WISC−Ⅲの次のバージョンであるWISC−Ⅳの日本版が発行されたが、検査の構成や分析・解釈の方法について大きく変更が加えられている。
今回の研修会では、東原文子先生(聖徳大学)より、近い将来広く使われるようになるであろうWISC-Ⅳ知能検査について、検査の構成、分析・解釈の方法、WISC−Ⅲからの変更点、また、子どものアセスメントへの生かし方、事例等について、WISC−Ⅲについての知識のある方・経験者向けとして講義をいただく。
＜千葉支部第7回総会＞
○12：30～13：30
○内容：2011年度活動報告および会計報告
2012年度活動計画および予算案の提案等
＜午後の部　共通テーマ分野研修＞

○13：30～16：30（受付13：00）
○テーマ：「学校コンサルテーションの進め方」 
○講師：大石　幸二　氏（立教大学）
○企画趣旨：
臨床発達心理士は、学校現場あるいは保育現場などから相談や支援要請を受け、対応している。この時、学校の教員や保育士等は教育、保育の専門家であり、その立場を尊重し、学校や保育現場個々の状況を理解した上で、臨床発達心理士の専門性に基づいた適切な援助・助言が求められる。これは「異なった専門性や役割を持つ者同士が子どもの問題状況について検討し、今後の援助のあり方について話し合うプロセス」（石隈　1999）というコンサルテーションである。（他の専門家を援助する者をコンサルタント、援助を受ける者をコンサルティと呼ぶ。）
　コンサルテーションに求められるのは、コンサルティの立場、役割を尊重しながら、実際の支援現場や支援組織の目的・構造・環境・雰囲気などを理解し、その上で専門知識や技術を持ち込み、コンサルティの課題解決の援助やコンサルティ自身の援助能力の向上を図ることである。コンサルテーションが適切に進められるために、大石（本研修講師）はコンサルタント側に求められる資質として、高度な専門性とともに、フィールドのおける関係作りを促進できる、ファシリテーターとしての能力、またコンサルティをエンパワーメントする能力、社会資源を活用できるようにする能力などを挙げている。

　臨床発達心理士は心理職のコンサルタントとして、コンサルティへの適切な支援が期待されている。本研修では、コンサルテーションに関する著作も多く、学校現場でコンサルタントとして活躍している大石幸二先生を招いて、コンサルテーションの意義、機能、手順、コンサルテーションの評価等について講演をいただき、コンサルティの期待に応えられる資質を身につけていきたいと考える。

○参考文献

　「学校支援に活かす行動コンサルテーション実践ハンドブック」加藤哲文・大石幸二　共著

「学校コンサルテーション」Ｗ・Ｐ・アーチュル他著、大石幸二監訳

＊いずれも学苑社
○ポイント；午前午後各1ポイント（IDカード、参加記録ノートを必ずご持参ください。）
○参加費：午前午後各1000円　当日会場でいただきます。
○参加：有資格者のみ。申し込みの必要はありません
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